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＜卒業式 169 名 巣立つ＞ 
 ３月１日（月）に無事卒業式が行われました。‘無事’

というのも変な表現ですが、昨年のコロナによる中止の

ことを考えると、どうしてもこういう表現になってしま

います。169 名が本校を巣立っていきました。本来であ

れば、在校生に見送られて…というのが常ですが、生徒

会執行部の7名が代表として参加しました。 
 

以上、当日頂戴したことばを一部ですが紹介します。

さあ、今度は在校生の皆さんが本校の主役となります。

先が見えない状況は続くと思いますが、主体的に目標を

持って学校生活に取り組んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜卒業礼拝より＞ 
 新約聖書 コロサイの信徒への手紙 3章14 節 



＜年度末の行事より＞ 
【２学年探究学習発表会3 月4 日（木）】 

 「総合的な探究の時間で学んだテーマについて情報発

信し、情報共有を図る」を目的に、事前に１週間かけて

クラスでの発表会（予選）が行われ、それぞれ代表２グ

ループが選考され計８グループが発表を行いました。 

以下は佐々木副校長先生の講評です。 

【１学年インターンシップ報告会3 月4 日（木）】 

「それぞれの職場で体験学習したことを全体の場で発

表し、職業の相互理解に努め、自己の職業選択に生かす。

また、発表者及び聞く者としての態度を涵養する機会と

する」という目的で報告会が開かれました。８つの事業

所での体験の発表が行われ、働くことの大変さと意義を

確認しました。 

【先輩からのメッセージ（特進コース）3 月10 日（水）】 
特進コースの卒業生から１・２年生に、自身の進路決

定の経過（動機・準備・受験本番）に基づいてアドバイ

スをもらいました。６人の卒業生からは、学校推薦型選

抜や総合型選抜の取組み、大学入学共通テストでの点数

の取り方などを中心に、自分自身としっかり向き合うこ

と（将来への展望）、志望理由が明確なこと、社会問題や

日々のニュース等に敏感でいること、評定を意識して毎

日の勉強を頑張ること、自己アピールできる高校生活を

送ることなどが話されました。また、担任の吉清水先生

からは、合格者の共通点は挨拶や掃除など普段の生活が

しっかりしていること、基本的生活習慣が身についてい

ることという言葉もありました。在校生はこれらの言葉

を胸にしっかり頑張って下さい。 

【全国高校柔道選手権大会壮行式3 月9 日（火）】 
60kg級 安部将矢、無差別 土屋琉空 団体戦が無くな

って残念だけど、その分まで全力で頑張ってください！ 

＜ご退職、ご異動となる先生方＞ 
3月31日付で転退職される先生方をご紹介します。本

校の教育にご尽力いただき大変ありがとうございました。

先生方の今後のますますご活躍を祈念申し上げます。 
ご退職：関根伊作先生（英語）北村光昭先生（英語） 

    川上芳子先生（音楽）笹山眞澄先生（国語） 

    崎山洋明先生（社会） 

ご異動：鈴木海さん（事務室）→法人本部企画部管財課 

 


